
令和６年６月１３日 
建設建築委員会資料 

 都 市 戦 略 局 
 

下関北九州道路の都市計画手続きについて（報告） 
 
１ 概要 

下関北九州道路は、北九州市と下関市の都心部を結び、循環型ネットワークの形成に

より、くらし、産業・物流、観光、渋滞緩和など地域の一体的発展に寄与するとともに、

本州と九州の広域的な人流・物流及び経済活動の活性化を支える大動脈であり、更に、

災害時の代替路としての機能・役割を担う道路である。 

これまで、国及び関係自治体が連携して調査を進めてきた本道路のルート素案が完成 

したため、令和６年５月１０日に、都市計画決定権者（山口県・北九州市）がルート素案 

の送付を受けた。 

  ついては、ルート素案の概要と、都市計画手続きについて報告するもの。 

 

 

２ これまでの取組み 
（１）ルート帯の検討（平成２９～令和２年度） 

  ①地域による調査検討（平成２９～３０年度） 

〇地域が主体となり、概略ルート・構造形式・整備手法について調査検討を実施。 
 

②国による調査検討（令和元年度） 

   〇国が直轄調査を開始。 
 

③計画段階評価（令和２年度） 

〇国が計画段階評価・計画段階環境配慮書を策定。 

→海峡部を橋梁形式としたルート帯を決定(令和３年３月) 

 

（２）ルート素案の検討（令和３年度～現在） 

 〇都市計画決定及び環境影響評価に向けた調査及び設計を実施。 

   →ルート素案が完成（令和６年５月１０日）、都市計画決定権者に送付 

 

（３）都市計画手続き 

〇沿線の地権者等を対象とした地元説明会 

  福岡県側：令和６年６月 1 日、３日 Ｊ：ＣＯＭ北九州芸術劇場小劇場 

  山口県側：令和６年５月３０日、６月２日 彦島公民館 

       令和６年５月３１日      勝山公民館 

 

 

３ ルート素案の概要 
 〇別紙１：下関北九州道路地元説明会資料のとおり 

 

 

４ 今後の予定 
〇今夏には、都市計画原案の縦覧に着手予定。 

〇都市計画決定までの期間は、手続が円滑に進んだ場合、概ね２年と想定。 
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１ 目的

下関北九州道路は、下関市と北九州市の都心部を結び、循環型ネットワークの

形成により、暮らし、産業・物流、観光など地域の一体的発展に寄与するとともに、

本州と九州の広域的な人流・物流及び経済活動の活性化を支える大動脈であり、

更に、災害時の代替路としての機能・役割を担う道路です。

２ 政策目標
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２ 政策目標

３ これまでの検討経緯
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３ これまでの検討経緯

○走行性、安全性、速達性の向上

►道路線形（平面・縦断）は道路構造令の規定を採用する。

►市街地間を最短で連絡し、移動時間の短縮を図る。

○地域の主要施設、集落等との効率的なアクセス

►企業集積地、集落とのアクセス性に配慮。

４ ルート素案の概要【下関北九州道路】
計画段階評価を踏まえたルート帯の基本コンセプト

○利用者の安全性、産業、観光

日常生活の速度性を確保

○災害時等の代替路機能の確保 ○災害に強い道路

►地質リスクの高い土砂災害警戒区域、特別警戒区域、

地すべり地形、砂防指定地、洪水・高潮浸水想定区域を

極力回避。

○自然環境、生活環境に配慮
○自然環境、周辺土地利用への配慮

►動植物の生育地・生息地や水源地等を極力回避。

►集落を極力分断しないように配慮。

►大規模施設（堅牢な建築物）への影響回避。

インターチェンジの基本コンセプト

○産業、集落とのアクセス
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〇道路線形（平面、縦断）は、道路構造令の規定を採用する。

●道路規格

道路規格 第１種第３級（自動車専用道路）

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ

標準幅員 １９．５ｍ （山口側土工部２０．５ｍ）

車 線 数 ４車線

◆道路構造令とは

必要な道路機能や自然的・外
部的条件に対応して、様々な交
通の走行性や安全性を確保でき
る道路基本構造の一般的な基準
をさだめたもの

●幅員構成図（単位：メートル）

〔土工部（山口側のみ）〕 〔橋梁部〕

４ ルート素案の概要【下関北九州道路】

４ ルート素案の概要【下関北九州道路】
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下関市

北九州市

終点：（仮称）西港町JCT

（仮称）西港町IC

(仮) 南風泊港IC

(仮) 迫町IC

北九州都市高速2号線に接続

ハーフIC

ハーフIC

ハーフIC

起点

旧彦島有料道路
に接続

平面図

側面図

４ ルート素案の概要【下関北九州道路】

今後、事業者が実施する測量調査や詳細設計、関係者との調整等により 計画細部が変更となる場合があります。

市道西港町2号線

(仮称) 西港町JCT

北九州都市高速2号線への接続は、

道路網の構築として、ＪＣＴ形式で接続。
西港町JCTは、都市高速道路との接続のみ。

(仮称) 西港町IC

北九州市側から下関市側への
アクセスとして、ハーフICを設置

日明 海峡

海 釣り公 園

中央 卸売 売場

ROROﾀｰﾐﾅﾙ

日明 臨海公 園自 動車学 校

ｳｴスポゴル フ

バッティングセンター

小倉 コロナ
ワール ド

日明 小学 校

大 阪ソ ーダ

小倉 工場

日明 病院

老人 ホーム

小 倉北小 学校

真 颯館高 等学 校

北九 州中 央卸売 市場

北九 州油槽 所

北九 州市
日 明環 境センター

西港IC

東港JCT

市道西 港町1号線

係 留施 設

係 留施設

市道西港町3号線

小 倉港 湾

合 同庁 舎

北九 州市ﾌ ﾟﾗｽﾁｯｸ
資源化 ｾﾝﾀｰ

北九州都市高速2号線

国道199.号

北九州都市高速3号線

JR鹿児島本線

ルート帯

日明IC

（仮称）西港町IC：市道西港町１号線から本線へアクセスするハーフICを設置
（仮称）西港町JCT：下関北九州道路と北九州都市高速２号線をＪＣＴ形式で接続

４ ルート素案の概要【下関北九州道路】

ランプ凡例

ONラン プ

OFFランプ
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(仮称) 迫町IC

市道本村西山線から彦島大橋経由で
金比羅交差点方面に向かうハーフIC
（旧彦島有料道路）の機能を確保

(仮称) 南風泊港IC

老の山
公園 下関

市街地

県道南風泊港線

旧彦島有料道路

県道福浦港金比羅線

国道191号

彦島地区
住宅地

ルート帯

凡例

ONランプ
OFFランプ
近隣地域からのアクセス経路

下関市街地等から北九州方面への
アクセス向上のため、ハーフICを設置

市道本村西山線

12

〇市街地からのアクセス性に配慮 至 金比羅交差点

至 北九州

４ ルート素案の概要【下関北九州道路】

４ ルート素案の概要【小倉港線（一般道路） 変更】

平 面 図
終点：小倉北区西港町

（変更なし）

日明
臨海公園

海釣り公園

●道路規格

道路規格 第４種第１級

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

標準幅員 ５０ｍ →  ４２ｍ

車 線 数 ８車線

今後、事業者が実施する測量調査や詳細設計、関係者との調整等により 計画細部が変更となる場合があります。
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４ ルート素案の概要【小倉港線（一般道路） 変更】

平 面 図

起点：小倉北区西港町

（変更なし）

日明
臨海公園

●道路規格

道路規格 第４種第１級

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

標準幅員 ５０ｍ →  ４２ｍ

車 線 数 ８車線

今後、事業者が実施する測量調査や詳細設計、関係者との調整等により 計画細部が変更となる場合があります。

４ ルート素案の概要【小倉港線（一般道路） 変更】

下関北九州道路
ONランプ（外側２車線）

下関北九州道路
OFFランプ（内側２車線）

下関北九州道路へ
一般道 日明北泊地へ

下関北九州道路から
一般道 日明北泊地から

日明
臨海公園

ランプ凡例

ONランプ

OFFランプ

凡例

下関北九州道路からの乗り降り

一般道

変更点：交差点形状の変更

今後、事業者が実施する測量調査や詳細設計、関係者との調整等により 計画細部が変更となる場合があります。
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４ ルート素案の概要【小倉港線（一般道路） 変更】

変更点：
８車線→４車線

今後、事業者が実施する測量調査や詳細設計、関係者との調整等により 計画細部が変更となる場合があります。

４ ルート素案の概要【小倉港線（一般道路） 変更】

海釣り公園

変更点：
８車線→４車線

今後、事業者が実施する測量調査や詳細設計、関係者との調整等により 計画細部が変更となる場合があります。
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５ 今後の流れ
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※都市計画決定告示までに要する期間は、 手続きが円滑に進んだ場合、
概ね２年が想定されます。

（都市計画法 抜粋）

○当該建築物が次に掲げる要件に該当し、かつ、容易に移転し、又は

除却することができるものであると認められること。

○階数が二以下で、かつ、地階を有しないこと

○主要構造部（建築基準法第二条第5号に定める主要構造部をいう。）

が木造、鉄骨造、コンクリートブロック造その他これらに類する構造

であること。

都市計画施設の区域内の建築制限（都市計画法第５３条第１項）

都市計画道路として指定された場合、区域内で建築物の建築を行う

場合には、下記の条件を満たした上で、許可を受ける必要が生じます。
円滑な事業を行うために、一定の制限をかけるものです。

５ 今後の流れ
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６ 問い合わせ先

福岡県側の都市計画決定に関すること

北九州市 都市戦略局 計画部 都市交通政策課 ☎093-582-2518

山口県側の都市計画決定に関すること

下関北九州道路に関すること

山口県 土木建築部 道路建設課 ☎083-933-3700

下関市 都市整備部 都市計画課 ☎083-231-1932

福岡県 県土整備部 道路建設課 ☎092-643-3659

北九州市 都市戦略局 計画部 都市交通政策課 ☎093-582-2518

中国地方整備局 道路部 道路計画課 ☎082-２２１-９２３１

九州地方整備局 道路部 道路計画第一課 ☎092-47６-３５２９

山口県 土木建築部 都市計画課 ☎083-933-37３３

12


